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2025年 11月 4日～6日の 3日間、GS1 ヘルスケア国際会議がベルギーのブリュッセル近郊 La Hulpe（ラ・ユ
ルプ）で開催された。本会議はコロナパンデミックが発生して以降WEB を併用して行われてきたが、今回、6年ぶりの
完全対面での開催となった。60名以上のスピーカーが登壇し、日本を含むおよそ 60 ヵ国から 300名を超える参加が
あった。 

 
注） GS１ヘルスケアは 2025年に設立 20周年を迎えた。GS１ヘルスケア国際会議は、近年は年間１回の開

催になっているが、以前は年間に複数回行っていたため、今回で 40回目となっている。 
 

※本書は、GS1ヘルスケアジャパン協議会会員向けに会議内容を報告する目的で作成されたものです。 
 本資料は一部生成 AI による要約を用いて編集しています。 
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